
野町駅

金
沢
駅

寺町１丁目

泉野

有松

山の上

東山

橋場

大手町

兼六園下

賢坂辻

田井町

鈴見

広坂

本多町

鱗町

笠舞３丁目

石引１丁目

寺町５丁目

野町広小路

片町

香林坊

尾山

上堤町

武蔵

駅前中央

六枚

三社

元車

博労町

野町３町目

泉

武蔵西

犀
川

浅野川

小橋

彦三大橋

浅野川大橋

御影大橋

犀川大橋

新橋

桜橋

下菊橋

天神橋

中島大橋

エムザ

近江町市場

尾山神社 金沢城公園

兼六園

金沢市役所 21世紀
美術館

玉川図書館

香林坊大和

109

長町武家屋敷

県立工高

遊学館高

紫錦台中

北陸学院高・中

金沢商高

小立野小

弥生小

泉中

野町小

小将町中

味噌蔵町小

材木町小

馬場小

森山小

明成小

中央小
芳斎分校

中央小

新竪町小

十一屋小

野田中

N 凡　　例

ゆずりあい（路面表示について検討）車道混在（自転車走行指導帯、路肩の活用）
　　　　　　　　　　※　実線部は整備済み区間
通行環境改善検討区間

まちなか区域

1000m500m0

※本ネットワークは、道路利用者や地域住民からの意見による検証等に
　より、継続的なPDCAサイクルで効率的に運用し、適宜見直し・改善を
　図っていきます。
　また、ここに示す整備形態は、路線の標準的な断面・交通状況を基に、
　「金沢自転車通行空間整備ガイドライン」３－４.整備形態の選定【交
　通状況を踏まえた整備形態の考え方と分離に関する目安】を踏まえ選
　定したものであり、整備形態を確定するものではありません。
　今後、実施に向けた地元、公安委員会等との協議により、変更になる可
　能性があります。
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【参考】自転車通行空間の整備形態 

●自転車通行空間の主な整備形態は、「①自転車道」「②自転車専用通行帯」「③車道混在」がある。 

●「④通行環境改善検討区間」については、路線毎の道路交通特性や自転車関連事故発生状況などを考慮し、具体の対応を検討してい

く区間とする。 

 

 整備イメージ 整備事例 概要 

①
自
転
車
道 

 ▼イーグルロード（仙台市） ○自動車の速度が 50km/h を超える道路において検討する。 

○縁石又は柵その他これに類する工作物により物理的に分離された自転車専用

の通行空間を設け、歩行者・自転車・自動車の分離を図る。 

②
自
転
車
専
用
通
行
帯 

 ▼一般県道東金沢停車場線（金沢市） ○自動車の速度が50km/h以下道路かつ自動車交通量が4,000台/日を超える道路

において検討する。 

○公安委員会が自転車専用通行帯の交通規制を実施し、道路標示及び道路標識を

設置することにより、自転車通行空間の明確化を図る。 

③
車
道
混
在 

自
転
車
走
行
指
導
帯 

（幹線的な道路） ▼国道 359 号（金沢市） ○自動車の速度が40km/h以下かつ自動車交通量が4,000台/日以下の道路におい

て検討する。ただし、金沢市におけるこれまでの「自転車走行指導帯」の整備

実績を踏まえ、自動車交通量が 4,000 台/日以上であっても、各路線の交通状

況を考慮して車道混在の可否を検討する。 

○自動車の交通量及び速度が一定以下等の路線については、車道の左側端を、路

面表示等により明示する。 

（非幹線的な道路） ▼中央小学校地区市道（金沢市） ○自動車の速度が40km/h以下かつ自動車交通量が4,000台/日以下の道路におい

て検討する。ただし、金沢市におけるこれまでの「自転車走行指導帯」の整備

実績を踏まえ、自動車交通量が 4,000 台/日以上であっても、各路線の交通状

況を考慮して車道混在の可否を検討する。 

○歩道や路側帯により歩行空間を確保した上で、車道の左側端を、路面表示等に

より明示する。 

路
肩
の
活
用 

 ▼市役所前市道（加賀市） 

 
○自動車の速度が40km/h以下かつ自動車交通量が4,000台/日以下の道路におい

て検討する。ただし、金沢市におけるこれまでの「自転車走行指導帯」の整備

実績を踏まえ、自動車交通量が 4,000 台/日以上であっても、各路線の交通状

況を考慮して車道混在の可否を検討する。 

○車道外側線から歩道までの間を、路面表示等により明示する。 

通
行
環
境
改
善
検
討
区
間 

○道幅が狭く、歩行者、自転車、自動車のすべての交通量が多い幹線道路では、自転車通行空間の整備形態の選定が困難であることから、

当面は「通行環境改善検討区間」として、今後、路線毎の道路交通特性や自転車関連事故発生状況などを考慮し、具体の対応を検討して

いく区間と位置づける。 

＜通行環境改善の例(看板・路面表示等)＞ 

・歩道上（車道寄り）の徐行徹底等、「ゆずりあい」の意識啓発     ・歩行者が多い場合の押し歩きの促進 

・交差点部における安全通行の意識啓発               ・バス専用レーンの活用   ・・・など 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼交差点部の安全通行の意識啓発事例 

 （国道 159 号、金沢市） 
▼歩道上の徐行徹底の事例 

 （本町通り、大阪市） 

▼「ゆずりあい」の意識啓発を図る 

路面表示のイメージ 

（金沢通行空間整備ガイドライン(案)より） 
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